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・蔵書数： 約 15万 5千冊 






































































































































・地上 1階，地下 1階 
ライプチヒ大学の図書館も市中心部に点在してい
るが，東洋学図書館が入っている東洋学専攻の建
物は，中央駅から歩いて10分弱の，繁華街のごくそ
ばにある。 
この建物は，学生が周辺にたむろしており，また
外側から窓を通して書架が見えたので，周囲の建物
と区別がしやすかった（写真 6，7）。しかし，建物の
扉を開けてから，どこからが図書館なのかがわから
ず，どこに案内を請うたらいいのか迷ってしまった。
結果的には，カウンターを見つけて日本学専門司書
の方と会え，館内を見学することができた。 
この図書館はカバー範囲が広く，人類学，インド
学，日本研究，東洋学，宗教学，中国学，中央アジ
ア研究を扱っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 6：東洋学図書館外観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 7：東洋学図書館入口 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 8：東洋学図書館の閲覧室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 9：東北大学附属図書館の図録発見 
 
図書館の内部は，重々しい外見とは異なり，壁・
書架ともに白く，照明も明るくて，すがすがしい気分
で勉強ができるような雰囲気である（写真 8）。前述
の 2 図書館よりも利用者が多く，皆熱心に，非常に
静かに勉強をしていた。なお，ラーニングコモンズ的
なスペースは無かった。 
 日本学関係の図書については，フンボルト大学
（ベルリン）の日本学図書館と比べて遜色ない蔵書
の印象だが，現代日本社会に関する図書が多かっ
たようだ。（フンボルト大学は文学や歴史に関するも
のが多かった）中に，東北大学の『西蔵大蔵経総目
録』『西蔵撰述仏典目録』『国宝「史記」から漱石原
稿まで』を見つけた時には，知人にでも会ったような
感覚がした（写真 9）。 
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2． 図書館の存在感とは 
 今回は，漢籍資料のありそうな場所を訪ねたので，
ジャンルから言えば専門図書館を見学してきたこと
になる。各大学の，実際には行けなかった中央図書
館は，Web で見ると建物の規模も大きく，先進的な
設備を整えた図書館のようだ。しかし訪問した図書
館は，それらととても同じ大学の図書館とは思えない
ほど，昔ながらの図書館の雰囲気だった－資料が
主役で，利用者は個々人で熱心に静かに勉強して
いる。司書はそれを邪魔しないようひっそりとカウン
ターにいる，というような。 
 また，いずれの図書館も，入り口が目立たず，内部
の掲示などでもあまり図書館が自己主張しているよう
な風ではなかった。 
 
最近の我々は図書館存続の危機感から，いかに
利用者や大学から図書館を認識してもらうかというこ
とを常に気にして仕事をしている。そのため，様々な
方法で「イケイケドンドン」と図書館の存在をアピー
ルしている。 
しかし，そもそも専門的な資料を扱う機関であると
いう根幹の部分での存在感が，何かしら欠けている
のではないのか，見落としているのではないか。訪
問した図書館の静かな佇まいを見て，現在の仕事の
方向性を一度立ち止まって考え直す必要を感じた。 
今進行中の事を，いつもいる環境の中で一歩離れ
て立ち止まって考えるのは案外難しい。海外の，環
境の異なる場所の図書館を訪問することは，新しい
知識を得たり方法論を学んだりするだけではなく，頭
の中のリセットにも非常に効果的だ。今回の訪問で
は具体的な運営について聞いてくることはできなか
ったが，自分の仕事を足下から考える良い機会を与
えていただいた。 
 
（はんざわ ともえ， 附属図書館情報サービス課閲
覧第一係長） 
 
